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プロと アマ チ ュ アのあいだで
9月下旬、モーリタニアでLWF（ルーテル世界連盟、98カ国、
145教会、信徒7200万人）の人道援助部門の集まりに参加
し、会議でわかちあいプロジェクトの23年に渡る活動を発
表する機会がありました。わかちあいプロジェクトは1992
年設立以来、LWFのネットワークのもと、多数の国で活動し、
現在も、ヨルダンLWF事務所の協力のもとでシリア難民支
援活動を行っています。
　設立から最初の10年は、日本から青年たちを、ケニアや
タンザニア、カンボジアにワークキャンプのため派遣しまし
た。今回の会議で、2001年当時にケニアのカクマ難民キャ
ンプのスタッフであったケニア人が、LWF本部（スイス、
ジュネーブ）スタッフとして参加していて、その青年たちの
ことを良く覚えていてくれました。しかし、当時難民であっ
た人々が、その後、アメリカやオーストラリアに移住し、郷
里の南スーダンのためにNGOを立ち上げて活動しているこ
とや、北京オリンピックで星条旗をかかげて入場したのが、
カクマ出身の陸上選手であったことを、彼は知りませんでし

た。プロとして活動を行い、本部スタッフにまでなった彼に
とっては、目の前の課題に取り組むのが精一杯だったと思い
ます。一方でわたしたちは、援助活動にはアマチュアとして
ワークキャンプに参加したに過ぎませんが、難民青年との
交流は、人と人とのつながりをつくり、今でもそのつながり
が続いています。
　その後の10年はフェアトレードの普及活動です。2004年2
月、「フェアトレード・ラベル・ジャパン（FLJ）」を設立し、
スターバックスやイオンなどの企業の参入につながりました。
その間、私たちは、色々なフェアトレード商品を紹介すると
ともに、タイやスマトラのコーヒー生産者を支援しました。
　最近の3年は、わかちあいプロジェクトを一般社団法人と
して法人化し、本格的に、フェアトレードの普及と支援活動
に取り組む体制を作りました。これからは、プロとしての責
任と、人と人とのつながりや出会いを大切にするアマチュア
の良さを持ち、活動を続けてまいります。
　今後とも、ご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
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モーリタニアにて、LWF会合参加者

わかちあいプロジェクト代表松木  傑
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バンナイソイ難民キャンプカヤー州

難民キャンプ
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タイの首都、バンコクから北へ900キロ、
ミャンマーはカヤー州との国境に接する
メーホンソーン県の市街地からさらに車
で１時間、川を横切りながら、舗装されて
いないでこぼこの山道を進み、竹やぶの
緑のトンネルをくぐってようやく開けた山
岳地に、東京ドーム約15個分（70ha）の
広大な敷地を持つ、難民キャンプがあり
ました。気温30度、雨季と乾季の境目で、
1日の間にどしゃ降り雨が降ったり、カラっ
と晴れたり、気まぐれな気候の10月初旬、
日本の皆さまからお預かりした衣類の配
布に立ち会うため、バンナイソイ難民キャ
ンプ、通称Site1を訪問しました。
　ミャンマーカヤー州出身の少数民族カ
レンニー族が主に暮らすこのキャンプで
は、大人から子どもまで、約1.1万人が避
難生活を送っています。
　古着配布が行われるのは、普段は物資
保管に使われている、キャンプの中心に
ある倉庫です。配布所に着くと、そこに
はすでに人だかりができていて、名前が
呼ばれるのを今か今かと待っています。
配布は、事前に通知されたスケジュール
に従い、午前と午後の回に分け、5日間か
けて全ての世帯へ行われます。世帯の代
表者が家族分の服を受け取り、難民手帳

に受け取りの母印を押します。基本は1人
1枚ですが、5人以上の家族は余分をもら
うことができます。
　ようやく名前を呼ばれて衣類を受け
取った人は、みんなとっても嬉しそうに持
ち帰っていきました。女の人はどんな服
が入っているのか、さっそく服を広げて
見せ合ったり、着てみたり・・男の人はそ
れを見てからかったりしながらも、落とさ
ないよう運ぶのを手伝ったりと、微笑まし
い様子がみられました。「服をもらえるの
はとても嬉しい！」「日本の服はかわい
い！」「サイズがぴったり（欧米からの物
資はサイズが大きすぎることがあるそう
です）」「あの子みたいなカーディガンが
欲しかったな（さっと羽織れる服の需要
が高いです）」といった声もありました。
　今回の訪問をコーディネートしてくれた、
受入れ団体TBC（The Border Consortium）
のルーさんは、子どもの頃からこのキャン
プで育ち、キャンプ内のコミュニティカレッ
ジを卒業して、TBCに就職したそうで、キャ
ンプ内のクリニックや産婦人科、マラリア
などの病気の検査所、学校、トレーニング
センターなども案内してくれました。難民
の人々が故郷へ戻ったり、第三国へ移住し
たりするときに自分たちで暮らしていける
よう、英語をはじめ、料理や縫い物、農業、

ビジネスなどの教育も大切だと言います。
　他民族国家のミャンマー連邦共和国で
は、少数民族と政府軍との紛争や宗教間
の対立などによる混乱状態で、国に戻るこ
とのできない難民が現在も10万人以上、
タイ国境の9つの難民キャンプで暮らして
います。今回の訪問では、国際機関や
NGOがそれぞれの役割を果たす中、私た
ちわかちあいプロジェクトを通して、日本
の皆さまのご寄付がその輪の一端を担っ
ていることを強く感じました。
　2015年度の第23回難民古着支援プロ
ジェクトには、全国から計11,355箱の古
着をお寄せいただきました。皆さまのご
協力に心より感謝申し上げるとともに、こ
れからも一緒に難民キャンプの人びとの
生活と未来を支えていけるよう、ご協力
をお願い申し上げます。

古着配布の様子

竹と葉で建てられた家々が並ぶキャンプ キャンプのスタッフと（左：戸嶋）

当初予定していたシリア難民への古着寄
付は、受入れ団体の都合により、タンザ
ニアの難民キャンプに変更させていただ
きました。隣国のブルンジやコンゴなど
からの避難民のため、コンテナ1本分の
古着をタンザニアへ送りました。

ミャンマー難民キャンプ

難民古着支援プロジェクト 配布報告
戸嶋悦子  わかちあいプロジェクトスタッフ



シリア・イラク難民支援
ヨルダン北部での衛生クーポン配布

ミャンマー 子どもたちへ 教 育の 機 会を

南スーダン 子どもたちを 安 全 に育 てる 社 会 づくりへ

中島美穂 わかちあいプロジェクトスタッフ
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昨年に引き続きジャパン・プラットフォー
ムの助成を得て、ヨルダン北部のイルビド
県とマフラック県で、難民キャンプの外で
暮らすシリア難民への衛生支援を行いま
した。難民生活が長くなり、各家庭で必要
な衛生用品が異なることを受け、今年は現
品支給ではなく、それぞれの人が必要な
衛生用品に交換できる30ディナール（≒5
千円分）のクーポン（商品券）を配りました。

アジア学院（栃木県）の元研修生リー・ミャーさんの故郷ミャンマーカヤー州は、タイと国
境を接した山岳地域で、学校が家から遠く小学生の時から寮で生活する子供もいます。貧し
い家庭の子どもたちが学校に通えるよう、ミャーさんを通じて小中高校に通う約30名の子ど
もたちに奨学金を支給しました。学校に通うのをあきらめかけていた子や、看護師や教師、
エンジニアになりたいと夢に向かう子など、どの子も勉強を続けられることにとても感謝し、
一生懸命勉強しています。一人でも多くの子どもたちが勉強を続けられるよう、支援を継続
していきたいと考えています。

わかちあいプロジェクトが過去に支援した、ケニア・カクマ難民キャンプの元難民デイビッ
トさんが、故郷南スーダンの人々を救うために立ち上げたNGO「Peace Palette」に、2011年
の設立時から継続して協力しています。ピースパレットは、紛争による難民やその子どもた
ちを広く受け入れ、児童保護・教育、社会ビジネス、メンタリング、地域開発の活動を行っ
ています。不安定な国の政治環境下で財政的にも困難がある中、地域の人々と協働・学習し
ながら前進してきました。これまでのストリートチルドレンなどを保護する児童センターの
運営に加え、今年は新たに、人々が安定した収入を得られるよう、サトウキビなど換金作物
を栽培する共同農園と、ナッツやとうもろこしを粉砕する機械の導入を開始しました。ピー
スパレットのビジョンの実現化に一歩ずつ近づいています。

パートナーのLWF（ルーテル世界連盟）ヨ
ルダンを通じて提携した小さな公営スー
パーで、石けんやシャンプー、洗剤、歯ブ
ラシ、生理用品、おむつなどの衛生用品を、
自分で選んでクーポンで交換できます。
　ヨルダンはとても乾燥した国で、北部
では各家庭に設置された水タンクに週に1
度、水を運ぶタンク車が来るだけなので、
水はとても貴重です。限られた水を上手

く使って衛生的な生活を維持するため、
衛生クーポンによる支援は役に立ってい
ます。
　物価の高騰の激しいヨルダンで、就労
が認められていないシリア難民は、アルバ
イトのような仕事でお金を稼ぐこともあり
ますが、定期収入がなく生活はとても厳し
いです。シリア問題の解決の糸口が見えず、
避難生活が長引き精神的にも肉体的にも
疲れがたまっています。彼らが清潔で、少
しでも快適な避難生活ができるよう支援
を続けていきたいと思います。

本人を確認し、クーポンを支給（イルビド県）

レベッカ（13）
前学期はクラスで
2番 の 成 績 で し
た！学校に通える
こと、本当に感謝
しています。

マウットゥ（16）
11人家族の末っ子
です。家は貧しく
兄弟は農業をして
います。高校に通
えてとても嬉しい

テゥ・ル・ドン・セイ（15）
弟は障害があり、父は体
が弱いので、奨学金でよ
うやく学 費 を 払 えまし
た。将来エンジニアにな
るために一生懸命勉強し
ます。

児童保護センターの子どもたち

シリア内戦問題は5年目を迎え、イスラム国
の影響がイラクにも波及しています。キリ
スト教徒のイラク人は異教徒ということで、
突然攻め入ったイスラム国兵士に「2時間以
内に村を出ていくこと、さもないと殺す」と
言われ、命からがら避難せざるをえない状
況が起こりました。LWFヨルダンは彼らの
避難を助け、首都アンマンの教会の地下を
改築し、家庭ごとに仕切りを設けて生活し
やすい避難場所を用意しました。赤ちゃん
の粉ミルクなど、家庭により緊急に必要な
ものがすぐ手に入るよう、より困っている
25世帯を対象に、現金を支給しました。イ
ラク避難民の緊迫した問題は、シリア問題

が波及して起きたという認識の下、シリア
難民支援のためにいただいたご寄付を含め、
5千ドルを使わせていただきました。皆さま
のご理解・ご協力に御礼申し上げます。

教会で暮らすイラク人家族
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コーヒー生産で農民の経済的自立を目指す支援プロジェクトを、ミャンマーカヤー

州の2村14名を対象に開始しました。地球環境基金の助成により森林農法や有機農法

の技術支援を、アジア生協協力基金の助成により生産者組合の設立支援を行ってま

いります。コーヒーの栽培指導のみならず、収穫したコーヒー豆を加工・商品化し、

販売ルートを確立するまでの、包括的で長期的な支援です。2015年9月、この事業の

指導を行うコーヒー専門家が現地に赴き、生産者組合設立に向けたワークショップ

を実施するとともに、栽培指導を行いました。

スリランカのスパイス生産者
Biofoods -SOFA　（和崎 亜由美/2015.6）

タイのパイナップル生産者
Samroiyod　（戸嶋 悦子/2015.10）

現在販売中のフェアトレード
商品の生産パートナーを訪問
しました。詳しくはウェブサ
イトに報告書を掲載していま
すのでぜひご覧ください。

訪問した生産者は自分の
仕事に誇りを持ってい
て、どこでも明るく迎え
入れてくれました。
　一人ひとりのメンバー
が参加できる、民主的で
フェアな運営により、生
活をより良くするために
協同しています。

フェアトレードをきっか
けに、それまでばらばら
だった農家がまとまり、
地域の絆が生まれたそう
です。生産地としての地
域の発展のため、新たな
品種の栽培にも取り組ん
でいます。

研修で生産者組合の大切さを学ぶ
（アジア生協協力基金助成）

栽培技術指導で苗床に植え替え
（地球環境基金助成）

ミャン マ ー カ ヤ ー 州 コ ー ヒ ー プ ロ ジ ェ クト 始 動！

フェ アトレ ード で 途 上 国 の 人 々 を 支 えて い ま す

ミャンマーのコーヒープロジェクトは始まったばか
り、出だしは快調です。まだまだやらないといけない
ことはたくさんありますが、今回のワークショップで、
彼らのやる気を感じました。このやる気を大切にしな
がら、彼らのために、一緒に成功へ向けて邁進して
いきます！ （山本博文　専門家・コーヒープロジェクト指導者）

＊�9月に続き、来年2月にも技術指導を行います。栽培から協力して取り組む
ことが、農業の効率を上げ、加工・販売で必要となってくる組合づくりの
基礎となります。そのため栽培技術指導と生産者組合設立を同時並行で取
り組んでいきます。

フェアトレードや難民支援活動を通して、開発途上国の人々を支える国際協力NGOです。私
たちは1992年にドイツを訪問した際にフェアトレードのしくみを知り、日本で最初の国際フェ
アトレード認証コーヒー（カフェ・マム）の販売を開始しました。世界中から製品を取り寄せ、
国内では最も多くの国際フェアトレード認証製品を取り扱っており、様々な地域の生産者の
自立につなげています。また同じ頃、アフリカ・ソマリア難民救援をきっかけに継続的に難
民支援活動に取り組み、現在までアジアやアフリカ、中東の難民生活を余儀なくされる方た
ちを支援しています。

❶  国際フェアトレード認証製品の輸入、 
商品開発、販売

❷ 難民支援活動（古着支援、緊急支援）
❸ 途上国の自立支援

活動の詳細はホームページよりご覧ください。
http://www.wakachiai.org/

について 募金のご協力をお願いします
①  古着支援 

（古着プロジェクトにかかる活動費等）
②  シリア・イラク支援 

（難民支援、緊急支援等）
③  南スーダン支援 

（カクマ難民キャンプ、Peace Palette活動支援等）
④  ミャンマー支援 

（教育支援、自立プログラム等）

募金の送付先
郵便振替口座
一般社団法人わかちあいプロジェクト募金
00120-4-386390
（※通信欄に上記より募金の種類をご記入ください。）


